
主催 長崎大学薬学部・地域薬剤師卒後教育研修センター

世話人 川上 茂（医薬品情報学分野）、中嶋幹郎（実践薬学分野）

実行委員 畑山 範、中山守雄、塚元和弘、西田孝洋、城谷圭朗、北原隆志、鶴丸雅子、大山 要、齋藤義紀、宮元敬天、渕上由貴

後援 長薬同窓会、長崎大学薬学部下村脩博士ノーベル化学賞顕彰記念創薬研究教育センター、同臨床薬剤師養成センター

ポスター制作
長崎大学薬学部 6年 三浦雄介

事務局（問い合わせ）
長崎大学大学院 医歯薬学総合研究科  医薬品情報学分野  渕上由貴

Email: y-fuchigami@nagasaki-u.ac.jp

特 別 講 演 「薬剤師と臨床薬学研究」

「薬局の過去、現在、そして未来に向かってなすべきこと」

髙田 充隆（近畿大学薬学部）

原 正朝（総合メディカル株式会社／長薬同窓会関東支部長）

松下 正行（中外製薬株式会社鎌倉研究所）

藤田 和歌子（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科）

講演①

「分子標的抗がん剤の開発研究」講演②

「挑戦し続けること ー 支えてくれる人々への感謝ｰ」講演③

2015 年 2 月 14日 (土) 14:00~17:50

長崎大学薬学部 多目的ホール

先導的薬剤師の
未来像を考える
シンポジウム

第2回

参加
無料

会場

日時

対象
学部生（1~6 年生）、大学院生、
長薬同窓生、薬剤師、教員、
その他薬剤師教育に関わる方

情報交換会
を開催します。

※当日お支払いください。

シンポジウム終了後 18:00~19:30時間
会場
会費

長崎大学生協
¥2,000 （学生は ¥1,000）


